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【手続補正書】
【提出日】令和3年9月17日(2021.9.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のコンポーネントを備える通信ファブリックと、
　前記通信ファブリックに結合されたプロセッサであって、
　ファブリックブロック・インスタンスカウントレジスタから値を読み取ることであって
、前記値は、前記通信ファブリック内のコンポーネントの数を指定する、前記読み取るこ
とと、
　各コンポーネントのレジスタを読み取ることによって、前記通信ファブリックの各コン
ポーネントに問い合わせを行うことであって、各レジスタは、対応するコンポーネントの
ブロックタイプの指標を少なくとも含み、処理ユニットであるブロックタイプについては
、プロセッサコアの数と、プロセッサコア当たりのメモリチャネルの数と、を含む、こと
と、
　前記通信ファブリックの各コンポーネントの問い合わせに基づいて、ネットワークグラ
フを作成することと、
　前記ネットワークグラフに基づいて、ルーティングテーブルを生成することと、
　を行うように構成される、前記プロセッサと、
を備える、システム。
【請求項２】
　前記プロセッサは、前記ルーティングテーブルを前記通信ファブリックの前記複数のコ
ンポーネントにプログラムするようにさらに構成される、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記通信ファブリックの各コンポーネントは、それぞれのルーティングテーブルに基づ
いて、受信パケットをルーティングするように構成される、請求項２に記載のシステム。
【請求項４】
　各レジスタは、コマンド及びデータポートのタイプ及び数、データバス幅、ネイバーイ
ンスタンス識別子（ＩＤ）及び／またはファブリックＩＤのうちの１つまたは複数を備え
る、請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
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　前記ファブリックブロック・インスタンスカウントレジスタは、前記システム内のファ
ブリックコンポーネントの合計数の指標を格納し、
　前記ファブリックブロック・インスタンスカウントレジスタは、固定アドレスに存在す
る、請求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記ネットワークグラフは、ブロックタイプの指標、処理ユニット、プロセッサコアの
数、コア当たりのメモリチャネルの数のうち１つ又は複数に基づいて作成される、請求項
１に記載のシステム。
【請求項７】
　前記ブロックタイプの指標は、対応するブロックが、コヒーレントマスタ、非コヒーレ
ントマスタ、コヒーレントスレーブ、非コヒーレントスレーブまたはクロスバーのうち何
れかであることの指標である、請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　プロセッサによって、ファブリックブロック・インスタンスカウントレジスタから値を
読み取ることであって、前記値は、通信ファブリック内のコンポーネントの数を指定する
、前記読み取ることと、
　前記プロセッサによって、各コンポーネントのレジスタを読み取ることによって、前記
通信ファブリックの各コンポーネントに問い合わせを行うことであって、各レジスタは、
対応するコンポーネントのブロックタイプの指標を少なくとも含み、処理ユニットである
ブロックタイプについては、プロセッサコアの数と、プロセッサコア当たりのメモリチャ
ネルの数と、を含む、ことと、
　前記プロセッサによって、前記通信ファブリックの各コンポーネントの問い合わせに基
づいて、ネットワークグラフを作成することと、
　前記プロセッサによって、前記ネットワークグラフに基づいて、ルーティングテーブル
を生成することと、
を備える、方法。
【請求項９】
　前記ルーティングテーブルを前記通信ファブリックの複数のコンポーネントにプログラ
ムすることをさらに備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記プロセッサによって、ブロックタイプの指標、処理ユニット、プロセッサコアの数
、コア当たりのメモリチャネルの数のうち１つ又は複数に基づいて、前記ネットワークを
作成することをさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　各レジスタは、コマンド及びデータポートのタイプ及び数、データバス幅、ネイバーイ
ンスタンス識別子（ＩＤ）及び／またはファブリックＩＤのうちの１つまたは複数を備え
る、請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ファブリックブロック・インスタンスカウントレジスタは、前記通信ファブリック
内のファブリックコンポーネントの合計数の指標を格納し、前記ファブリックブロック・
インスタンスカウントレジスタは固定アドレスに存在する、請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　セキュリティプロセッサが、前記ネットワークグラフを作成することと、前記ネットワ
ークグラフに基づいてルーティングテーブルを生成することとをさらに備える、請求項８
に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ブロックタイプの指標は、対応するブロックが、コヒーレントマスタ、非コヒーレ
ントマスタ、コヒーレントスレーブ、非コヒーレントスレーブまたはクロスバーのうち何
れかであることの指標である、請求項８に記載の方法。
【請求項１５】
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　１つまたは複数の処理ユニットと、
　１つまたは複数のメモリデバイスと、
　前記１つまたは複数の処理ユニット及び前記１つまたは複数のメモリデバイスに結合さ
れた通信ファブリックと、を備える装置であって、
　ファブリックブロック・インスタンスカウントレジスタから値を読み取ることであって
、前記値は、前記通信ファブリック内のコンポーネントの数を指定する、前記読み取るこ
とと、
　各コンポーネントのレジスタを読み取ることによって、前記通信ファブリックの各コン
ポーネントに問い合わせを行うことであって、各レジスタは、対応するコンポーネントの
ブロックタイプの指標を少なくとも含み、処理ユニットであるブロックタイプについては
、プロセッサコアの数と、プロセッサコア当たりのメモリチャネルの数と、を含む、こと
と、
　前記通信ファブリックの各コンポーネントの問い合わせに基づいて、ネットワークグラ
フを作成することと、
　前記ネットワークグラフに基づいて、ルーティングテーブルを生成することと、
を行うように構成される、前記装置。
【請求項１６】
　前記装置は、前記ルーティングテーブルを前記通信ファブリックの複数のコンポーネン
トにプログラムするようにさらに構成される、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記ネットワークグラフは、ブロックタイプの指標、処理ユニット、プロセッサコアの
数、コア当たりのメモリチャネルの数のうち１つ又は複数に基づいて作成される、請求項
１６に記載の装置。
【請求項１８】
　各レジスタは、コマンド及びデータポートのタイプ及び数、データバス幅、ネイバーイ
ンスタンス識別子（ＩＤ）及び／またはファブリックＩＤのうちの１つまたは複数を備え
る、請求項１５に記載の装置。
【請求項１９】
　前記ファブリックブロック・インスタンスカウントレジスタは、前記通信ファブリック
内のファブリックコンポーネントの合計数の指標を格納し、前記ファブリックブロック・
インスタンスカウントレジスタは固定アドレスに存在する、請求項１５に記載の装置。
【請求項２０】
　前記ブロックタイプの指標は、対応するブロックが、コヒーレントマスタ、非コヒーレ
ントマスタ、コヒーレントスレーブ、非コヒーレントスレーブまたはクロスバーのうち何
れかであることの指標である、請求項１５に記載の装置。
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